
2023 年２月 10 日（金）13 時 30 分～16 時 15 分 

令和４年度 市町村ボランティアリーダー学習会（北海道社会福祉協議会 ボランティア部会） 

テーマ：：『若手・働き世代のボランティア参加・育成を考える』 

若手・働き世代のボランティア参加・育成 

＜学びの視点＞ 

■若手・働き世代の活動ニーズ：生き方や働き方の変化を知る 

■若手（主に大学生）が多様なボランティア活動を創り出す 

■ボランティア参加の捉え方：潜在的ボランティアへの着目する 

■ボランティア育成の手法や段階：クドバス評価の活用する 

■パラレル・キャリアの時代へ：ボランティア参加のチャンスを増やす 

 

■若手・働き世代の活動ニーズ：生き方や働き方の変化を知る 

〇世代による様々な「思い」や「ニーズ」を捉える 

 

〇若手・働き世代の生き方や働き方：漠然とした不安 

  未婚化・晩婚化・少子化でライフイベントの変化（仕事・結婚・出産・子育て・介護等） 

 生涯未婚率の現状（2020）…男性 28.3％、女性 17.8％ 

変化を求めて、新しいことに挑戦したい、学び直し（リスキリング社会） 

働き世代→就職氷河期世代 1992-2004年 ＜36 歳～51 歳＞ 

 

〇初めの一歩は誰でも不安：誰がどう後押しするのか？ 

 

   

    

      

  

   

  

   

   

   

 
   

 

   

  

   

 

   

 

   

  

   

      

 

   

  

   

   

   

          

   

    

      

  

   

  

   

   

   

 
   

 

   

  

   

 

   

 

   

  

   

      

 

   

  

＜TRY＞ 

初めてボランティア活動を

やった自分を思い返す。 

＜TRY＞ 

ボランティアに参加するとき、

何を期待したか？ 

年代別、属性別で異なる。 
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■若年層（主に大学生）が多様なボランティア活動を創り出す 

〇様々な活動の事例紹介（大学と地域との連携）：地域活動のアイディアを創出する 

 アートパークプロジェクト（課題：子どもが公園で遊ばない、子ども団体の連携）2007～ 

 ジュニア夢カレッジ：プロから学ぶお仕事体験（課題：子ども・若者の職業体験）2013～ 

 クリスマス KIDS 運動会・ウィンターKIDS運動会（課題：子どもの運動不足）2016～ 

 かながわユースフォーラム（課題：若手の学生主体となる活動創出）2020～ 

  https://www.kanagawa-youth2020.net/ 

  六角橋商店街にポニーがやってくる（連携：六角橋商店街） 

町内会でヒューマンライブラリー（連携：斎藤分町内会） 

子どもアドベンチャーカレッジ（連携：横浜市教育委員会）など 

 

〇ポイント（大人と若手とのかかわり方） 

 若者・子ども参画を導入していること（主体は若手、自己決定は若手が行う） 

 企画・運営に関与すること（×大人がやってほしいこと、〇若年層がやりたいこと） 

 活動にあたる伴走をすること（声掛け、後押し、リーダーの発掘、技術・能力を引き出す） 

 活動後のイメージがみえること（未来がみえる、目標がある、自己向上の変化がある） 

 活動に終わりがあること（プロジェクトベースで活動に目標とゴールを設定する）   

 

■ボランティア参加の捉え方：潜在的ボランティアへの着目する 

 
〇ボランティア活動層（社会生活基本調査によるボランティア行動者率） 

 2016年 26.0％（男性 25.0％、女性 26.9％） 

 2021年 18.1％（男性 18.5％、女性 17.8％） 

 

〇社会貢献意識（内閣府 2021「社会意識に関する世論調査」） 

日頃、社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思っているか？ 

「思っている」と答えた者の割合が 63.9％（男性 66.2％＞女性 61.7％） 

 

         

   

         

         

      
     

＜TRY＞ 

ワクワクするイメージづくり 

「おもしろそう」「やりたい」声 

＜TRY＞ 

「潜在的ボランティア」に注目 

関心や意欲はあるが、実際には

行動していない層。 

「やってみたいけれど・・・」 

「やってもいいけれど・・・」 

「昔はやっていたけれど・・・」 
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■ボランティア育成の手法や段階：クドバス評価の活用する 

〇潜在的ボランティアを活動に誘う戦略 

 

 

 

〇活動を段階的に行う 

 

 

 

                     

    
     
    
  
    

    

                               
                              

   
    
      

       

        
        
      
       
        

              
              

    

    

    

  

         

                 
           

 
                               

 
                              

 
                                   

 
                            

 
                             

  
  

  
     

＜TRY＞ 

「参加」から「参画」へ、 

どう誘導していくか？ 

 

参加は、お祭参加 

参画は、企画や運営へ 

＜TRY＞ 

若手（大学生等）や働き手が

みている媒体を聴いてみる。 

 

発信方法は、若手が先生！ 

＜TRY＞ 

ボランティアを通じて、どのよ

うな資質や能力を培えるか？

考えてみよう。 

 

「成長実感」するために、 

能力評価軸を作成する。 
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〇国際的に求められているコンピテンシー 

 

〇クドバスによるボランティアに必要な能力・資質

（齊藤 2006 年） 

① 他者受容能力、②感謝表明・信頼関係・時間管理能力、③人間関係構築能力、 

④ 自己形成能力、⑤コミュニケーション能力、⑥判断能力、⑦他者関係構築能力、 

 ⑧ リーダーシップ能力、⑨自己環境拡大能力、⑩地域理解能力 など 

 

■パラレル・キャリアの時代へ：ボランティア参加のチャンスを増やす 

〇体験型のボランティアを増やすために 

  「声掛け」と「後押し」の充実 

  新しい活動体験の機会づくりから「自信」へ 

 

〇弱さを認め合える、開放性・親和性を味わう、孤独・ストレスを解消するために 

  第二の居場所づくり、新しい人間の組み直し、自己肯定感・自己有用感 

 

〇パラレル・キャリアをつくるために 

パラレル・キャリアとは、「本業を持ちながら、第二のキャリアを築くこと」。 

  第二のキャリアとして、非営利の活動（＝ボランティア活動）でもよい？ 

 

〇リスキリング（＝学び直し）に貢献するために 

 営利（企業等）でなく、非営利の活動を通じてキャリアを磨き直す。ダイバシティを理解 

 

 

 

                             

                         

 

         
         
         

  

           

            

 

                    

               

            

 
         

      

           

  

          

          

            

            

            

 
         

 

      

         

   

             

 
                        
   

                    

                                                                                        


